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風潮

風
や
水
な
ど
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
で
動
く
作
品
で
世
界
的
に
活
躍
す
る
造
形
作
家

新
宮
晋
さ
ん
（７５
）＝
兵
庫
県
三
田
市
＝
の
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

「元
気
キ
ャ
ラ
バ

ン
閑
上
」
が
、
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
名
取
市
閑
上
で
行
わ
れ
て
い
る
。

１９

日
ま
で
、
世
界
の
人
々
が
制
作
し
た

「元
気
の
ば
り
」
と
、
新
宮
さ
ん
が
１１
年
前
に

発
表
し
た

「ウ
イ
ン
ド
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
を
設
置
。
鎮
魂
と
復
興
へ
の
祈
り
を
込
め
た

作
品
が
、
爽
や
か
な
潮
風
に
揺
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
一

新
宮
さ
ん
は
、
宮
城
県
美

施
し
た
。
こ
い
の
ぼ
り
型
の

術
館

（仙
台
市
青
葉
区
）
に

白
い
布
に
被
災
者
を
励
ま
す

作
品
が
設
置
さ
れ
て
い
る
縁

絵
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
描
く
と

で
東
日
本
大
震
災
後
、
元
気

い
う
試
み
で
、
兵
庫
県
や
ド

の
ぼ
リ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
実

イ
ツ
な
ど
の
約
６
０
０
人
が

新
宮
さ
ん
の
ウ
イ
ン
ド
キ
ヤ
ラ
バ
ン
。
「復
興
に
向
け
立
ち

直

っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る

参
加
し
、
約
１
０
０
本
の
の

ぼ
り
が
完
成
。
今
年
４
～
５

月
、
同
美
術
館
宝
庭
に
展
示

さ
れ
た
。

「ウ
イ
ン
ド
キ
ャ
ラ
バ
ン
」

は
２
０
０
０
～
０１
年
に
、
先

住
民
が
暮
ら
す
自
然
の
中
な

ど
世
界
６
カ
国
に
設
置
し
た

２‐
基
の
野
外
彫
刻
。
色
鮮
や

か
な
旗
と
鉄
の
パ
イ
プ
に
よ

る
高
さ
約
５
研
の
作
品
の
下

で
は
、
現
地
の
人
と
さ
ま
ざ

ま
な
交
流
を
行

っ
た
。

二
つ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を

合
わ
せ
た
今
回
は
、
震
災
か

ら
１
年
５
カ
月
が
経
過
し
た

今
月
■
日
に
展
示
開
始
。

閉
上
漁
港
に
ウ
イ
ン
ド
キ
ャ

ラ
バ
ン
を
設
置
し
、
元
気
の

ぼ
り
を
閑
上
小
、
佐
々
直
本

店
工
場
跡
地
、
中
貞
山
運
河

に
飾

っ
た
。
近
く
の
日
和
山

に
は
、
地
元
の
人
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が

メ

ッ
セ
ー
ジ
や

絵
を
描
い
た
風
車
２
０
０
本

で

「元
を型

の
文
字
を
作

っ

た
。フ

ィ
ン
ラ
ン
ド
の
北
極
圏

で
は
青
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
砂
漠

で
は
緑
と
、
旗
の
色
は
単
色

だ

っ
た
が
、今
回
は
赤
、黄
、

緑
、
自
の
４
色
。
被
災
者
を

元
気
づ
け
よ
う
と
、
大
漁
旗

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
。
新
二宮
さ

ん
は

「キ
ャ
ラ
バ
ン
の
終
着

駅
の
よ
う
な
感
じ
だ
。
こ
こ

に
来
る
た
め
に
、
世
界
各
国

を
回

っ
て
き
た
よ
う
な
気
が

す
る
」
と
話
す
。

人
間
と
自
然
と
の
共
生
を

テ
ー
マ
に
し
て
き
た
駈
官自さ

ん
に
と
っ
て
、
原
発
事
故
も

引
き
起
こ
し
た
今
回
の
震
災

に
は
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
考

え
さ
せ
ら
れ
た
と
い
う
。
「人

間
が
地
球
全
体
の
こ
と
を
考

え
ず
、
科
学
、
文
明
だ
け
で

何
”」か
し
て
い
け
る
と
エ
ゴ

イ
ス
チ
ッ
ク
に
思
い
こ
ん
で

い
る
こ
と
に
問
題
が
あ
る
。

自
然
と
仲
良
く
付
き
合

っ
て

い
た
時
代
に
戻
る
べ
き
だ
」

と
主
張
す
る
。

１
９
９
５
年
に
は
阪
神
大

震
災
も
経
験
し
て
い
る
新
富

さ
ん
。　
ズ
７回
の
プ
ロ
ジ

ェ

ク
ト
は
出
発
点
で
、
発
展
し

て
い
か
な
い
と
成
功
と
は
言

え
な
い
。
復
興
に
は
時
間
が

か
か
る
が
、
何
ら
か
の
形
で

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
協
力

し
た
い
」
と
語
っ
た
。

ワ彎郷金呂激励ののぼりなど設置

200本の風 車 で 日和 山の斜面 に作 られ た「元気 Jの
文字
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